
JP  6683702  B2  2020.4.22

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

マイクロ光学システム（10）とリテーナ（60）とを含む光学デバイスであって、

前記マイクロ光学システムが前記リテーナ（60）の表面（50）に対して配向されるように

、前記マイクロ光学システム（10）は固定され、

前記リテーナ（ 60）は、平面の形状が円形で、断面の形状がテーパー状または階段状の凹

部（40）を有し、

前記マイクロ光学システム（10）が球冠状部分（20）に固定され、且つ、前記球冠状部分

（20）が、球面を有し、前記リテーナ（60）に固定され、

前記球冠状部分（ 20）が前記凹部（ 40）内に少なくとも部分的に突き出ており、前記テー

パー状の凹部（ 40）の一部表面（ 30）又は前記階段状の凹部（ 40）の縁部（ 41）に当接し

、前記球冠状部分（20）は、前記凹部（40）内に設けられた固定手段（70）によって前記

リテーナ（60）に固定されているが、前記球冠状部分（20）が接触している場所では固定

されておらず、前記球面が前記リテーナ（60）の前記凹部（40）に直接接触する、ことを

特徴とする光学デバイス。

【請求項２】

前記表面（30）は、前記凹部（40）の一部を形成し、それは円錐形の形態をなし、前記リ

テーナの表面（50）近くにあり、

及び、前記球冠状部分（20）は支持線（31）に沿って表面（30）に当接し、前記固定手段

（70）は前記支持線を覆う、請求項１に記載のデバイス。

10

20



(2) JP  6683702  B2  2020.4.22

【 請 求 項 ３ 】

前 記 縁 部 （ 41） が 前 記 凹 部 （ 40） 内 に 段 差 を 形 成 し 、 前 記 段 差 に 前 記 固 定 手 段 （ 70） が 配

置 さ れ て い る 、 請 求 項 1に 記 載 の デ バ イ ス 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 固 定 手 段 （ 70） が 前 記 支 持 線 （ 31,41） に 接 触 す る 、 請 求 項 2又 は 3に 記 載 の デ バ イ ス

。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 球 冠 状 部 分 （ 20） が 接 着 剤 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 1か ら 4の い ず れ か 一 項 に

記 載 の デ バ イ ス 。

【 請 求 項 ６ 】

マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム （ 10） と リ テ ー ナ （ 60） と を 備 え る 光 学 デ バ イ ス を 製 造 す る 方 法 で

あ っ て 、 前 記 リ テ ー ナ （ 60） が 平 面 の 形 状 が 円 形 で 、 断 面 の 形 状 が テ ー パ ー 状 ま た は 階 段

状 の 凹 部 （ 40） を 有 し 、

前 記 方 法 は 、

球 面 を 有 す る 球 冠 状 部 分 （ 20） の 平 坦 面 側 （ 21） に 前 記 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム の ベ ー ス 面

（ 11） を 取 り 付 け る 工 程 と 、

前 記 球 冠 状 部 分 （ 20） が 、 前 記 凹 部 （ 40） 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 突 き 出 て 、 前 記 階 段 状

の 凹 部 （ 40） 内 の 縁 部 （ 41） 又 は 、 前 記 テ ー パ ー 状 の 凹 部 （ 40） の 表 面 （ 30） に 当 接 す る

よ う に 、 前 記 球 冠 状 部 分 （ 20） を 前 記 凹 部 （ 40） に 取 り 付 け る 工 程 で あ っ て 、 前 記 球 面 が

前 記 リ テ ー ナ （ 60） の 前 記 凹 部 （ 40） に 直 接 接 触 す る 、 工 程 と 、

前 記 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム （ 10） を 配 向 す る 工 程 と 、

前 記 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム （ 10） を 前 記 球 冠 状 部 分 （ 20） に 固 定 し 、

前 記 凹 部 （ 40） 内 で あ っ て 、 前 記 球 冠 状 部 分 が 接 触 し て い な い 場 所 で 、 前 記 球 冠 状 部 分 （

20） を 前 記 リ テ ー ナ （ 60） に 固 定 す る 工 程 を 有 す る 、 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

前 記 表 面 （ 30） は 、 前 記 凹 部 （ 40） の 一 部 を 形 成 し 、 前 記 凹 部 は 、 円 錐 形 の 形 態 を な し 、

及 び 前 記 リ テ ー ナ の 表 面 （ 50） 近 く に あ り 、

前 記 球 冠 状 部 分 (20)は 、 支 持 線 （ 31） に 沿 っ て 前 記 表 面 （ 30） に 当 接 し 、 固 定 手 段 （ 70）

が 前 記 支 持 線 （ 31） を 覆 う 、 請 求 項 6に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

前 記 縁 部 （ 41） が 前 記 凹 部 （ 40） 内 に 段 差 を 形 成 し 、 固 定 手 段 （ 70） が 前 記 段 差 に 配 置 さ

れ る こ と を 含 む 、 請 求 項 6に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

前 記 固 定 す る 工 程 は 接 着 剤 に よ っ て 行 わ れ る こ と を 含 む 、 請 求 項 6か ら 8の い ず れ か に 記 載

の 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

前 記 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム （ 10） を 配 向 す る 工 程 は 、 前 記 平 坦 面 （ 21） で 前 記 マ イ ク ロ 光

学 シ ス テ ム が シ フ ト す る 工 程 及 び /又 は 前 記 球 冠 状 部 分 （ 20） が 回 転 す る 工 程 を 含 む 、 請

求 項 6か ら 9の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム と リ テ ー ナ を 有 す る 光 学 デ バ イ ス 及 び 光 学 デ バ イ ス の 製

造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム の マ イ ク ロ イ ン テ グ レ ー シ ョ ン を 達 成

す る た め に は 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム の 光 学 軸 が 調 整 さ れ る よ う に 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ

ム を リ テ ー ナ に 固 定 す る こ と が 不 可 欠 と な っ て い る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

US7,003,211B2は 、 デ ィ ー プ フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 、 電 気 メ ッ キ 、 お よ び マ イ ク ロ モ ー ル ド

の 組 み 合 わ せ に 基 づ く LIG A技 術 を 用 い た 調 整 を 記 載 し て い る 。
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ド イ ツ 特 許 出 願 公 開 DE19533426A1は 、 O-SM D（ 光 学 表 面 実 装 器 ） 三 本 足 技 術 を 用 い て 調 整

可 能 な 構 造 を 提 供 す る 。

マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム を 固 定 す る た め に 、 レ ー ザ ー リ フ ロ ー は ん だ 付 け 技 術 を 用 い た は ん

だ 付 け が 、 DE19751352A1に 提 案 さ れ て い る 。

DE10347450は 、 一 体 化 さ れ た 機 械 的 構 造 を 有 す る セ ラ ミ ッ ク 基 板 を 記 載 し て い る 。

切 り 込 み 又 は 溝 構 造 と の 溶 着 に つ い て は 、 EP1345059A1に 開 示 さ れ て い る 。

日 本 出 願 H08-152547は 、 切 り 込 み に ネ ジ 、 ピ ン を 挿 通 し 固 定 す る こ と を 提 案 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

本 発 明 者 に よ れ ば 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム の 光 軸 の 調 整 を さ ら に 単 純 化 し て 改 善 で き る こ

と が 明 ら か に な っ た 。

し た が っ て 、 請 求 項 1に 係 る マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム 及 び リ テ ー ナ を 有 す る 光 学 デ バ イ ス と

、 請 求 項 6に 係 る 光 学 デ バ イ ス の 製 造 方 法 が 、 本 発 明 に 従 っ て 示 さ れ る 。

本 発 明 は 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム と リ テ ー ナ を 有 す る 光 学 デ バ イ ス 及 び 光 学 デ バ イ ス の 製

造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

本 発 明 に よ る デ バ イ ス の 場 合 、 リ テ ー ナ の 表 面 に 対 し て マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム が 配 向 さ れ

る よ う に 、 固 定 さ れ る 。 本 デ バ イ ス で は 、 リ テ ー ナ が 円 形 で テ ー パ ー 状 の 凹 部 を 有 し 、 マ

イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム が 球 状 キ ャ ッ プ に 固 定 さ れ 、 球 状 キ ャ ッ プ が リ テ ー ナ に 固 定 さ れ 、 球

状 キ ャ ッ プ が 凹 部 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 突 き 出 て 、 凹 部 の 一 部 表 面 又 は 凹 部 内 の 縁 部 に

当 接 し て お り 、 球 状 キ ャ ッ プ は 、 球 状 キ ャ ッ プ が 接 触 し て い な い 凹 部 の リ テ ー ナ に 固 定 さ

れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

球 状 キ ャ ッ プ が 接 触 し て い る 場 所 で 、 球 状 キ ャ ッ プ が 固 定 さ れ て い る 訳 で は な い の で 、 固

定 手 段 の 収 縮 に よ っ て 、 球 状 キ ャ ッ プ が リ テ ー ナ に 対 し て シ フ ト 又 は 回 転 す る こ と が な く

、 そ の 結 果 、 誤 調 整 を 生 じ な い 。

デ バ イ ス に お け る 良 好 な 実 施 形 態 で は 、 球 状 キ ャ ッ プ は 、 （ 円 錐 形 の 形 態 を な し 、 リ テ ー

ナ の 表 面 に 近 い 部 分 に あ る ） 凹 部 の 表 面 又 は 凹 部 内 の 段 差 の 縁 部 に 対 し 、 支 持 線 に 沿 っ て

位 置 し て お り 、 固 定 手 段 は 支 持 線 を 覆 う 。

こ の 実 施 形 態 に お け る 支 持 線 周 り に 生 じ る 隙 間 は 、 特 に 狭 く な る よ う に 構 成 す る こ と が で

き る の で 、 固 定 材 料 は 少 量 で す む 。 固 定 手 段 は 支 持 線 に 接 触 す る こ と が で き る 。 特 に 、 球

状 キ ャ ッ プ は 、 接 着 剤 に よ っ て 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

本 発 明 に よ る 方 法 は 、 円 形 で テ ー パ ー 状 の 凹 部 を 有 す る リ テ ー ナ に 関 す る も の で あ り 、 以

下 の 工 程 を 含 む 。

球 状 キ ャ ッ プ の 平 坦 面 側 に マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム の ベ ー ス 面 を 取 り 付 け る 工 程 と 、

球 状 キ ャ ッ プ が 凹 部 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 突 き 出 て 、 凹 部 内 の 縁 部 又 は 凹 部 の 表 面 に 当

接 す る よ う に 、 球 状 キ ャ ッ プ を 凹 部 内 に 取 り 付 け る 工 程 と 、

マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム を 配 向 す る 工 程 と 、

マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム を 球 状 キ ャ ッ プ に 固 定 し 、

球 状 キ ャ ッ プ が リ テ ー ナ と 接 触 し て い な い 場 所 で 、 球 状 キ ャ ッ プ を リ テ ー ナ に 固 定 す る 方

法

を 有 す る 方 法 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

デ バ イ ス に お け る 良 好 な 実 施 形 態 で は 、 球 状 キ ャ ッ プ は 、 （ 円 錐 形 の 形 態 を な し 、 リ テ ー

ナ 表 面 に 近 い 部 分 に あ る ） 凹 部 の 表 面 又 は 凹 部 内 の 段 差 の 縁 部 に 対 し 、 支 持 線 に 沿 っ て 配

置 さ れ て お り 、 固 定 手 段 は 支 持 線 を 覆 う 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

固 定 は 接 着 剤 を 用 い て 実 行 さ れ る こ と が で き る 。

マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム を 配 向 す る 工 程 は 、 平 坦 面 で の マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム の シ フ ト 及 び

/又 は 球 状 キ ャ ッ プ の 回 転 す る 工 程 を 含 む こ と が で き る 。
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さ ら に 良 好 な 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 に 記 載 さ れ て お り 、 及 び /又 は 図 面 を 参 照 し て 以 下

に 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の 例 に 示 さ れ て い る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 第 1の 実 施 形 態 の 垂 直 断 面 を 示 す 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 2の 実 施 形 態 の 垂 直 断 面 を 示 す 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 3の 実 施 形 態 の 垂 直 断 面 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

図 1は 、 第 1の 実 施 形 態 の 垂 直 断 面 を 示 す 。 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム 10は 、 平 坦 面 11を 用 い て

、 球 状 キ ャ ッ プ 20に お け る 対 応 す る 平 坦 面 21と 接 続 さ れ て い る 。 球 状 キ ャ ッ プ 20は 、 凹 部

40（ 穴 ） の 一 部 表 面 30に 対 す る 支 持 線 31に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 凹 部 は 、 表 面 50に 対 す

る 水 平 断 面 で は 円 形 で あ り 、 上 記 一 部 表 面 は リ テ ー ナ 60の 表 面 50に 対 し て 傾 斜 し て い る 。

し た が っ て 、 一 部 表 面 30は 凹 部 40の 面 取 り を 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

第 1の 実 施 形 態 で は 、 凹 部 40に お け る 、 リ テ ー ナ 60の 表 面 50に 近 い 部 分 は 円 錐 形 の 形 態 を

な し 、 残 り の 部 分 は 丸 い 円 筒 形 で あ る 。

球 状 キ ャ ッ プ 20は 、 一 部 表 面 30に 固 定 さ れ る 。 つ ま り 接 着 剤 70を 用 い て リ テ ー ナ 50に 固 定

さ れ る 。 第 1の 実 施 形 態 で は 、 球 状 キ ャ ッ プ 20が 凹 部 40内 に 完 全 に 突 き 出 て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

実 施 形 態 で は 、 接 着 剤 70は 支 持 線 31を 完 全 に 覆 う 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 接 着 剤 に よ

る 固 定 に 限 ら な い 。 固 定 手 段 に よ り 支 持 線 が 完 全 に 覆 う こ と に も 限 定 し な い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

球 状 キ ャ ッ プ は 、 完 全 に 又 は 部 分 的 に 凹 部 内 に 突 き 出 る よ う に 、 凹 部 内 に 球 状 キ ャ ッ プ の

球 面 側 を 挿 入 す る こ と が で き る 。 球 状 キ ャ ッ プ 20の 平 坦 面 21で 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム 10

の ベ ー ス 面 11を 球 状 キ ャ ッ プ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 シ フ ト す る こ と に よ り 、 マ イ ク

ロ 光 学 シ ス テ ム 10を リ テ ー ナ 60に 対 し て 並 進 的 に 配 向 す る こ と が で き る 。 マ イ ク ロ 光 学 シ

ス テ ム 10を 球 状 キ ャ ッ プ 20に 固 定 し た 後 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム 10を リ テ ー ナ 60に 対 し て

回 転 さ せ る こ と が で き る 。 小 さ な 角 度 の 回 転 は 実 質 的 に 接 線 方 向 の 並 進 と し て 作 用 す る の

で 、 並 進 的 に 再 配 向 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム 10は 、

球 状 キ ャ ッ プ 20で の シ フ ト だ け で 簡 単 に 配 向 さ れ る こ と が で き 、

球 状 キ ャ ッ プ 20に 固 定 し た 後 の 小 さ な 角 度 で の 回 転 だ け で 簡 単 に 配 向 さ れ る こ と が で き 、

又 は 、 両 プ ロ セ ス に よ っ て リ テ ー ナ 60に 対 し て 並 進 的 に 配 向 さ れ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

球 状 キ ャ ッ プ 20の 平 坦 面 21が リ テ ー ナ に 対 し て 指 定 さ れ た 向 き を 有 す る よ う に 、 ま ず 、 球

状 キ ャ ッ プ を リ テ ー ナ に 固 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の 後 、 平 坦 面 21の 平 ら な 面 内 で 並

進 的 に 動 か す こ と に よ り 、 及 び 、 平 坦 側 21の 表 面 法 線 に つ い て 回 転 す る こ と に よ り 、 マ イ

ク ロ 光 学 シ ス テ ム を 球 状 キ ャ ッ プ に 配 向 し 、 且 つ 固 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 球 状 キ ャ ッ

プ 20を よ り 大 き な 角 度 で 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 固 定 さ れ た マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム 10が リ

テ ー ナ 60に 対 し て 回 転 し 、 配 向 で き る 。 そ の 結 果 、 互 い に 垂 直 で あ る 3つ の 回 転 軸 に つ い

て の 回 転 、 及 び 互 い に 垂 直 で あ る 2つ の シ フ ト 軸 に 沿 う シ フ ト が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

最 後 に 、 配 向 さ れ た マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム 10は 球 状 キ ャ ッ プ 20に 固 定 さ れ 、 球 状 キ ャ ッ プ

20は リ テ ー ナ に 固 定 さ れ る 。 接 着 剤 70に よ り 、 球 状 キ ャ ッ プ 20を 一 部 表 面 30に 固 定 す る が

、 一 部 表 面 で は 球 状 キ ャ ッ プ 20が 接 触 し て い な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

球 状 キ ャ ッ プ が 接 触 し て い る と こ ろ で は 、 球 状 キ ャ ッ プ 20は 固 定 さ れ て い な い 。 こ れ に よ

り 、 こ の 固 定 手 段 に よ り 、 向 き を 変 え る こ と が で き な い こ と が 保 証 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

固 定 は 、 例 え ば 、 液 体 接 着 剤 70を 用 い て 行 う こ と が で き る 。 上 記 液 体 接 着 剤 は 、 球 状 キ ャ
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ッ プ 20と 一 部 表 面 30と の 間 で あ っ て 、 表 面 50に 向 か っ て 開 口 す る 領 域 （ 接 着 接 合 部 ） に 局

所 的 に 塗 布 す る こ と が で き る 。 毛 細 管 力 に よ り 、 液 体 接 着 剤 70は 接 着 接 合 部 全 体 に 均 一 に

分 配 さ れ る 。 接 着 剤 70は 、 最 終 的 に 球 状 キ ャ ッ プ 全 体 を 均 一 且 つ 円 形 に 覆 う 。 し か し な が

ら 、 液 体 接 着 剤 70は 、 球 状 キ ャ ッ プ 20と 一 部 表 面 30と の 間 を 支 持 線 31に 沿 っ て 通 り 抜 け る

こ と は な い 。 硬 化 の 結 果 と し て 生 じ 得 る 接 着 剤 70の 体 積 の 変 化 は 、 マ イ ク ロ 光 学 シ ス テ ム

に 均 一 に 働 き 、 そ の た め 、 角 度 の ず れ が 生 じ な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

図 2は 、 第 2の 実 施 形 態 の 垂 直 断 面 を 示 す 。 こ こ で も 、 平 坦 面 11を 有 す る マ イ ク ロ 光 学 シ ス

テ ム 10は 、 球 状 キ ャ ッ プ 20に お け る 対 応 す る 平 坦 面 21と 接 続 さ れ て い る 。 球 状 キ ャ ッ プ 20

は 、 凹 部 40に あ る 段 差 の 縁 部 41に 当 接 す る 。 凹 部 は 、 リ テ ー ナ 60の 表 面 50に 対 す る 水 平 断

面 で は 円 形 で あ る 。 球 状 キ ャ ッ プ 20は 、 段 差 に 接 着 剤 70を 適 用 す る と い う 手 段 で 、 リ テ ー

ナ 50に 固 定 さ れ る 。 第 2の 実 施 形 態 で は 、 球 状 キ ャ ッ プ 20は 、 部 分 的 に 凹 部 40内 に 突 き 出

て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

こ こ で も 、 球 状 キ ャ ッ プ 20は 、 球 状 キ ャ ッ プ が 接 触 し て い る と こ ろ で は 固 定 さ れ て い な い

。 し た が っ て 、 第 2の 実 施 形 態 に お い て 、 配 置 し た 後 に 固 定 す る の で 、 配 置 時 に 動 く こ と

が な い と い う こ と も 保 証 さ れ る 。 第 2の 実 施 形 態 の 凹 部 は 、 製 造 が よ り 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

第 3の 実 施 形 態 は 、 図 3に 示 す よ う に 、 第 1の 実 施 形 態 と は 、 凹 部 40が 完 全 な 円 錐 形 の 穴 と

し て 設 計 さ れ て い る 点 の み が 異 な っ て い る 。

実 施 形 態 で は 、 凹 部 が リ テ ー ナ を 完 全 に 貫 通 し な い よ う に 表 さ れ て い る 。 つ ま り 、 そ れ ら

は 止 ま り 穴 （ blind holes)と し て 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 に よ れ ば 、 リ テ ー

ナ を 完 全 に 貫 通 す る 凹 部 （ 貫 通 孔 ） で も 可 能 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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